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問 北秋田市成年後見支援センター（業務受託者：北秋田市社会福祉協議会） ☎69‐8025

－ 消 防 功 労 －
（小又字新屋布・72歳）

－ 消 防 功 労 －

瑞宝単光章

　昭和48年５月に鷹巣町消防団団員を拝命して以来、
昭和60年４月に班長、平成12年４月に副分団長、
同年12月に分団長、北秋田市でも、平成17年３月
から分団長として地域住民の防災意識の向上のため、
特に火災予防巡回や訓練などの防災体制づくりに尽
力されました。防火活動はもとより、防火水槽等の
整備に努め、消防力の強化充実に長年にわたり大き
く貢献されました。

瑞宝単光章

　昭和47年１月に森吉町消防団団員を拝命して以
来、平成16年１月に班長、翌17年１月に副分団長、
北秋田市では、平成25年４月から分団長として地
域住民の防災意識の向上のため、特に水害の危険性
や水害時の防災体制づくりに尽力されました。防火
活動はもとより、消防団施設の整備改善・強化に努め、
消防水利の充実強化に長年にわたり大きく貢献され
ました。

森川　竹廣 さん
もりかわ

令和５年

令和５年４月29日に発令されました
叙勲褒章の市内受章者３名を紹介します

※年齢は発令時点

（鷹巣字西大柳岱・80歳）

－ スポーツ振興功労 －

旭日単光章

成田　光弘 さん
なりた みつひろ

　昭和36年からプロ野球選手として活躍後、選手の
育成などにも尽力。帰郷後は、平成14年に秋田県軟
式野球連盟理事、22年から副会長を務め、軟式野球
の競技力向上と指導育成の強化に尽力されました。
また、秋田県野球協会理事や市体育協会会長などの
要職も歴任し、秋田県野球の普及・発展をはじめ、
長きにわたり地域の活力増進や郷土のスポーツ振興
に大きく貢献されました。

（綴子字東館・75歳）
髙橋　勝義 さん
たかはし かつよし

春の叙勲褒章春の叙勲褒章
～長年の功績をたたえて～～長年の功績をたたえて～

たけひろ

北秋田市北秋田市
成年後見 支援センター を開設しました！

　このような
 お困りごとは
ありませんか？

制度 について 財産 について

契約 に関して 将来 について

■ 成年後見制度について詳しく知りたい
■ 成年後見制度を利用したいが
　 どうすればよいかわからない

■ 福祉サービスを利用したいと思っているが
　 １人で契約することが不安だ
■ 物忘れが増えてきたので
　 消費者被害にあわないか心配だ

■ 親の定期預金を解約しようとしたら
　 銀行から後見制度を勧められた
■ 近所に自分で金銭管理をすることが
　 難しくなってきた高齢者がいる

■ 親亡き後、
　 障がいを持つ子どもの将来が心配だ
■ 頼る人もいないので
　 今後、認知症になったらと思うと心配だ

そのお悩みを解決するべく 成年後見支援センター がお手伝いします！
お気軽に
ご相談ください

成年後見制度
認知症や知的・精神障がいがあり、ひ
とりで物事を決めることが心配な人が、
その人らしく生活できるよう、地域で
暮らす方や専門職がその人の意思を尊
重して支援する制度です。

マイナンバーカード
休日窓口を開設します！

第５回 避難時の心得（その２）

 お近くの分団員、消防本部総務課 ☎62‐1119問

防 人災消
rescue.11消防団

第 11分団長　辻 茂幸
〔管轄区域：阿仁合　団員数：24人（４/1現在）〕

　私たち第11分団では、新入団員がなかなか集まら
ない状況で、災害時の人員確保に苦労していますが、
少人数ながら活気があり、地域の安心・安全を保つため、
全員が全力で消防活動に取り組んでいます。

総務課危機管理係 ☎62‐6602問

■状況に応じて避難行動の判断を
　避難の際は指定避難所など近隣の安全な場所に避難する「立ち退き避難（水平避難）」が原
則です。しかし、急激な河川の増水等により避難場所への移動に危険が伴う場合、建物の上
の階など今いる場所よりも高い場所に避難することが有効となる場合があります。（垂直避難）

防災かわら版

完全予約制 ６月15日（木）までに必ず電話予約！

申請・交付・電子証明書更新・暗証番号再設定

　　市民課市民係 ☎62‐1114問申

日　時　　 月  　　日（土）　　時～　　  時

●申請・交付の方
通知カード（お持ちの方のみ）／住民基本台帳
カード（お持ちの方のみ）／本人確認書類
交付通知書のはがき（交付の方のみ）

●電子証明書更新・暗証番号再設定の方
　マイナンバーカード

６ 17 ９ 16
場　所　市役所本庁舎１階 市民ホール
対　象　北秋田市に住所登録している方
持ち物

詳細は二次元バーコードよりご確認ください
※マイナンバーカードの受け取りやマイナポイントの
　お申し込みはお早めにお願いします

判断①
自宅に危険はない？

避難所
あ　る

判断②
自宅で生活できるか？ 在宅避難

な　い できない

できる

■ハザードマップで自分の家や避難先の特徴を確認しよう
　ハザードマップとは、地域における災害の危険度を示した地図で、各世帯に冊子を配付し
ているほか、Web版マップも公開しています。
　ハザードマップの自分の家のある場所に色が塗られている場合、浸水や土砂災害の発生の
おそれがあります。市が発表する避難情報を確認し、早めの避難をお願いします。

■避難所に行くことだけが「避難」ではない
　自宅で十分に安全が確保できる場合、必ずしも避難所に行く必要はありません。荒天時の移動は危険を伴うため、
天候や周囲の状況を確認して判断してください。

Web版
ハザードマップ▼

市HPでもご覧
いただけます


